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平成 23年度計画に係る自己点検・評価担当区分作業書‐評価結果 

大学基準協会が実施する評価 自己点検・評価 

大学評価基準 基本的観点 担当委員 平成 22年度における指摘事項 平成 23年度の取組計画 平成 23年度実施状況 評価 

[評価項目１] 

理念・目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

[達成度による評価]  

①当該大学・学部・研究科の理念に基

づき適切な目的が設定されているか。 

自己点検 指摘事項なし  

 

年度計画の達成度評価 

A:年度計画を上回っている 

B：年度計画を順調に実施している 

C：年度計画が少ししかできていない 

D：年度計画が全くできていない 

 
 

  

②当該大学・学部・研究科の理念・目

的・教育目標とそれに伴う人材養成等

の目的は高等教育機関として適切か。 

自己点検 指摘事項なし   

③当該大学・学部・研究科の理念・目

的・教育目標とそれに伴う人材養成等

の目的は、どのような特色・特徴を持っ

ているか。 

自己点検 指摘事項なし   

（１）教育課程等  [達成度による評価]  

①学問分野や専攻領域の特性に基づ

いて、教育目標及び人材育成の目標を

具体的に明示している。[適用：明示さ

れていない場合、もしくは記述に齟齬

がある場合は、問題点として指摘す

る。] 

自己点検 指摘事項なし    

②大学は学部、学科または課程ごと

に、[大学院は研究科または専攻ごと

に、人材の養成に関する目的その他の

教育研究上の目的を学則等に定めて

いる。[適用：学則または規則などの適

切な形式により定められていない場合

は、問題点として指摘する。] 

自己点検 指摘事項なし    
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③理念・目的・教育目標等を教職員、

学生、受験生を含む社会一般の人々

に対して公的な刊行物(入学案内、パン

フレット、各種手引き等)やホームペー

ジ等によって周知している。[適用：周知

されていない場合、問題点として指摘

する] 

自己点検 内容について広報媒体ごとに異

なっている箇所がある。 

公表する文書に関して内容の統一化を図る。                                

 

ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝﾎﾟﾘｼｰ・ｶﾘｷｭﾗﾑポリシー・デ

ィブロマポリシーについて文言の一

部修正を実施した。 

Ｂ 

組織的な周知度が不十分。 様々な機会・方法を活用して周知徹底を一層図る（大学案内、履

修要項、入試資料、その他の冊子、学生便覧、ウェブサイト等）  

大学案内、履修要領、入試資料、学

生便覧、大学ホームページの見直し

改善し周知の徹底を図った。 

Ｂ 

[評価項目２] 

教育研究組織 

 

 

 

 

 

 

[達成度による評価]  

①当該大学の理念・目的に照らして適

切な教育研究上の組織が整備されて

いるか。 

自己点検 

研究環境 

教育研究組織のあり方について

検証し、不断に改革・改善に努

める。 

①教育研究の迅速な企画・実施・点検体制を可能にするため、学

長のリーダーシップを支え、教授会を軸とする体制を整備する。 

教育・研究の企画・実施と点検体制を

刷新した。 

Ｂ 

②教授会を軸とする各種委員会についてその構成および職掌範

囲に関して見直す。 

各種委員会活動を見直し、適時適所

に教員を配置した。 

Ｂ 

③大講座制に基づく教員の新たな教育研究組織を再編する。 大講座制に基づく教育職員組織を再

編した。 

Ｂ 

[評価項目３] 

学士課程の教

育内容・方法 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

①当該学部の理念・目的・教育目標を

実現するための教育課程となっている

か。その特色は何か。 

自己点検 

教 務 

（一層の改善が期待される事項） 

①「医療人として生命に対する高

い倫理観及び豊かな人間性を身

につけた薬剤師」の養成を教育

目標として掲げているが、「教養

科目」として開講されている科目

数が少ないので、専門教育科目

とのバランスを整えつつ、「教養

科目数」を増やし、内容の充実と

学生の選択範囲の拡大を図るこ

とが望まれる。 

②6 年間の履修課程を示す履修

 

①指摘事項について対応策を検討し、平成23年度からの実施に

反映させることにした。 

②薬剤師教育の目標を、学年ごとに新たなキーワードとして表記

し、さらに代表的な科目名や実習名を併記したカリキュラムポリシ

ーを明示した第一薬科大学独自のカリキュラムマップを作成する

（教務委員会、実務実習委員会）。 

 

①平成 23 年度学則を改定して対応

した。 

②教育の質保障に向けた改善活動と

して、知識・技能・態度の３つの要素

の達成目標を記した、学年毎のカリキ

ュラムマップを作成した。平成24年度

から学生への提示を図ることにした。 

Ｂ 
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３ 

 

 

 

 

基準表が学生便覧などに記載さ

れておらず、学生に対し明示す

るよう、改善が望まれる。 

③「第一薬科大学学則」とシラバ

スに記載されている履修基準表

において、授業の科目区分が異

なっているので、改善が望まれ

る。 

②当該学部の教育目標を達成し、十分

な成果を上げうるような教育内容が整

備されているか。 

自己点検 

教 務 

指摘事項なし    

（１）教育課程等 [水準に関する評価] （１）教育課程等   

①当該学部の教育目標に従い、専門

教育、教養教育、外国語、情報教育に

関わる授業科目等のカリキュラムがバラ

ンスよく配置されている。[適用：バラン

スよく配置されていない場合は、問題点

として指摘する。] 

教 務     

②教養教育を通じて、総合的な視野か

ら物事を見ることのできる能力、自主

的、総合的、批判的に物事を思考し、

的確に判断できる能力等を育成すると

ともに、豊かな人間性を涵養し高い倫

理観を持った人材を育成するよう配慮

している。[適用：配慮されていない場

合は、問題点として指摘する] 

教 務 ①教養科目の数が少ない。 平成 23 年度より人文社会系選択科目に「倫理学」を追加し、4 科

目の中から1科目を選択することとし、更に平成 22年度以降入学

の 2年次生に基礎統計学 1単位および人文社会系選択科目（哲

学、法学、経済学、倫理学のうち 1 年生で履修しなかった科目）1

科目選択（3 単位）を追加することにより教養科目の割合を増や

す。 

①取り組み計画では、科目数の実際

の増加にはいたっていないのではな

いかということで、2 年次での人文社

会系選択科目（哲学、法学、経済学、

倫理学）の科目名を変更する予定で

ある。 

②今後は平成 24 年度入学生に適用

できるよう専門科目も含めて再度カリ

キュラム全体を見直す予定である。 

Ｂ 

or 

C 
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３ 

 

 

 

 

 

③学士課程への円滑な移行に必要な

導入教育を行っている。[適用]：実施し

ていない場合は、問題点として指摘す

る。 

教 務     

（２）教育方法等  [達成度による評価] （２）教育方法等    

①当該学部の教育目標を達成し、十分

な成果を上げるような教育方法を行っ

ているか。またその改善はなされている

か。 

教 務 （一層の改善が期待される事項） 

・学生による授業評価アンケート

結果に基づく講義内容や教育指

導方法の改善が、個々の教員の

みに委ねられているなど、FD な

どの組織的な取り組みは不十分

であり、改善が望まれる。 

 

・講義内容や教育指導方法の改善については、平成 23年度から

FD委員会が取り組むこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・シラバスにおいて、成績評価基

準が明記されておらず、学生へ

の事前周知を行う必要があり、改

善が望まれる。 

・成績評価基準の見直しを行う。 

 

 

 

シラバスに「成績評価基準（平成 23

年度）」を明記した。 

 

Ｂ 

・１年次での退学者が多いので、

原因解明とともに改善の取り組

み。 

教務委員会と入試委員会、学生委員会などとの連携で改善策を

立案すべく検討を重ねる。 

現在、具体的な方策案は出ていない

が、平成 23 年度内に対応策を立案

し、平成 24年度にはそれを基に改善

の取組みを実行して行く予定である。 

 

Ｄ 

（２）教育方法等 [水準に関する評価] （１）教育方法等   

①入学時、進級時などにおいて、履修

指導を組織的に行っている。[適用：組

織的に行っていない場合は、問題点と

して指摘する。] 

教 務     

②1 年間に履修登録できる単位数の上 教 務 ６年間の履修課程を示す履修基 今年度入学生に関しては、シラバスの中にカリキュラム系統表を 平成 23年度入学生からシラバスにお Ｂ 
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３ 

 

 

 

 

 

 

限を 50 単位未満で設定している。[適

用：制限を設定していない場合→学習

の質を担保しているのであれば(例えば

悲愁の比率が高いなど )、問題としな

い。50 単位以上で設定している場合→

一部の学生だけで超過していたり、厳

格な成績評価によってある程度の教育

成果が保証されているなど、相応の理

由があれば、問題としない。] 

準表を明示。 掲載し、これを次年度からは、履修基準表としてシラバス及び学

生便覧に掲載する計画である。 

いてカリキュラム系統表を掲載した。

次年度からは、履修基準表としてシラ

バス及び学生便覧に掲載する予定で

ある。 

③すべての授業について、統一した項

目を用いて授業評価が実施されてお

り、その結果が教員にフィードバックさ

れるとともに、学生に公表されるなど、

授業評価が制度として組織的に行われ

ている。[適用：教育改善につながるよう

な授業評価が組織的に行われているか

に留意する。目安としては、全授業での

実施、統一した項目、結果のフィードバ

ック、学生への公表のいずれかが欠け

たら問題点として指摘する。ただし、より

有効・適切な授業評価を行うためにい

ずれかが欠けている場合には、この限り

ではない。] 

Ｆ Ｄ  ①授業アンケートを実施し、学生に対し公開する。 

②FD委員会と学生との意見交換の場を設ける案について検討を

開始する。 

③新任教員の研修、FD セミナーの開催について議論を開始す

る。 

①授業アンケート結果は、担当教員

の自己評価に付すとともに冊子体とし

て公表した。 

②ＦＤ委員会と学生との意見交換会

の開催は、平成 23 年度は見送ること

にした。 

③教育関連の情報の共有と理解を図

るために、開催している教員連絡会

議は、ＦＤ活動の一環として位置づけ

全教員の出席率を強化した。 

④新任教員の研修会は、準備が不

十分のため平成 23 年度は実施しな

かった。 

Ｃ 

④ファカルディ・ディベロップメントに関

わる各種の組織的な取り組みを行って

いる。[適用：組織的に行っていない場

合は、問題点として指摘する。] 

Ｆ Ｄ FDの取組みが不十分。 ①FD委員会にて教員の教育力や管理運営能力の向上のための

取組み計画を策定する。 

②講義に対する学生アンケート調査の方法・分析法について改

定案を策定し、実行に移す。 

①平成 24 年度のＦＤ活動の計画の

策定と世話役を委員に割振るため担

当者を選任した。 

②授業アンケート調査の見直しと改

Ｂ 
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３ 

 

 

 

 

 

 

 

③来るべき薬学教育モデルカリキュラム改訂に向けて組織として

の準備をする。本学の現状を把握し、課題を共有するため、最初

の取り組みとしてカリキュラム系統表などを参考にして大講座単位

（世話人は学部長が委任する）での問い直しの議論を開始する。 

善を図るため、方法・分析法について

議論し、改訂版を作成して実施した。 

③教育内容の組織的検証に向けて、

大講座単位での議論を進めるための

世話人を選任し、平成 24 年度より積

極的に取組むこととした。 

⑤シラバスが一定の書式で作成され、

教員間で記述の内容や量に精粗がな

い。[適用：書式、記述の精粗いずれか

に問題があれば問題点として指摘す

る。ただし、書式、記述量の適切性は各

分科会の判断に委ねる。] 

教 務 学則とシラバスとの間で授業区

分が異なっている。 

 

 

①現状では、授業の科目区分はシラバス内の履修基準と一致し

ている。これは、審査の段階で新カリキュラムを記載している学則

と平成18，19年度の旧カリキュラムでのシラバスとでは異なってい

たことによるものであるが、現在では完全に対応している。                                         

現在では完全に対応している。             

 

 

 

Ｂ 

シラバスに成績評価基準を明

記。 

②今年度のシラバスより、全科目の成績評価基準は具体的な評

価項目毎の％表示で対応する計画である。 

全科目の成績評価基準は具体的な

評価項目毎の％表示で対応した。 

Ｂ 

⑥学生に対して、授業の方法および内

容ならびに一年間の授業の計画をあら

かじめ明示している。[適用：シラバスに

掲載するなど、学生に対して明確に提

示されていない場合は、問題点として

指摘する。] 

 

教 務     

⑦客観性及び厳格性を確保するため、

学生に対して成績評価基準をあらかじ

め明示している。[適用：シラバスに掲載す

るなど、学生に対して明確に提示さえていな

い場合は、問題点として指摘する。] 

教 務     

（３）国内外との教育研究交流   （３）国内外との教育研究交流    

①当該大学・学部等が国際交流の推

進を重視し、その基本方針が明示され

教 務 

学 生 

（一層の改善が期待される事項） 

海外の大学などとの学生や教員

 

①これまで、台湾の中医学院と交流関係を持っているが、明確な

 

 

Ｄ 
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３ 

ている場合、その方針は達成されてい

るか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の交流、特に教員や学生の派遣

が実施されておらず、海外との交

流について大学紹介やホームペ

ージに基本方針などが述べられ

ていない。また、国内の大学や研

究機関との教育研究交流につい

ても２、３の教員の個人レベルで

の交流にとどまっているので、貴

大学が改善方策（本学の関連大

学である福岡経済大学学生の海

外語学研修を目的に実施されて

いるオックスフォード大学および

ケンブリッジ大学への留学制度を

本学の学生にも 2010（平成 22）

年度より適用し、両大学が主催

する英語研修夏期講座などへ本

学の学生を派遣することを計画し

ている）にあげているように、今後

の組織的教育交流の改善が望ま

れる。 

 

交流計画によるものではなかったので計画的な交流活動のため

に、取り組み案を検討する。 

 

 

 

 

②国内交流については、九州で実施している種々の大学連携に

加盟し、教育環境の充実や地域社会との連携に資するようにした

いと考えている。 

 

 

 

 

 

 

③関連大学である福岡経済大学学生の海外語学研修を目的に

実施しているオックスフォード大学およびケンブリッジ大学への留

学制度を利用し、研修希望の学生がいなかったので、第一薬科

大学後援会主催のスウェーデン・デンマーク薬学研修を実施す

る。また、海外との交流促進を図るため、大学紹介や基本方針を

検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

第一薬科大学後援会主催のスウェー

デン・デンマーク薬学研修を実施し、

１０月の薬大祭の期間に、研修報告

会を実施した。海外との交流に関す

る大学紹介やその基本方針について

は、検討中である。 

 

 

 

 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[評価項目４] 

学生の受入れ 

 

 

 

 

  [達成度による評価]  

①当該大学・学部・研究科は、理念・目

的に応じた適切な学生の受け入れ方

針を定めているか。 

入 試 

広 報 

（一層の改善が期待される事項） 

・過去 5 年間の入学定員に対す

る入学者数比率の平均が 1.20 と

高いので、改善が望まれる。 

 

 

 

 

・大学として入学定員管理に努力し

た結果、次のように徐々に改善してい

る。 

  平成 22 年度  １．１２ 

Ｂ 
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４  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   平成 23 年度  １．０４ 

 

・大学全体の退学者数が、平成

18 年度 116 名、平成 19 年度 49

名、平成 20 年度 49 名と多く、特

に 1 年次の退学者数が多いの

で、改善に向けた組織的な取り

組みが望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 23 年度のカリキュラムを見直

し、1 年次での薬学教育への動機付

けを促した。平成 23年度前半期の留

年・休学・退学の学生数は前年に比

較して減少している。 

 

 

Ｂ 

申請時には、学生の受け入れ方

針が公表されていなかったが、

実地視察時には、ホームペー

ジ、入学案内に明示されている

など、改善が見られる。 

入学試験委員会が中心となり草案を作成し、これに対して薬剤師

としての経験実績がある実務家教員を含めて教職員から広く意

見を求め、学生受け入れ方針を決定する 

学生受け入れ方針の中に「薬剤師に

なるという強い目的意識をもち」という

文言を加え、薬剤師育成教育を目指

す大学である事を、より明確に示し

た。公表方法として、前年度からの学

生募集要項に加え、大学案内要覧に

も掲載し、更なる周知徹底を図ってい

る。 

Ｂ 

②当該大学・学部・研究科の学生の受

け入れ方針にのっとって、公正な受け

入れを行っているか。 

入 試 

広 報 

理念・目的に基づく人材養成を

実現すべく、学生の募集に関し

ては多様な人材を受け入れるた

めのさまざまな取り組みが、全教

員の協力の下になされている。 

入試問題は、入試問題作成委員

が作成し、学内点検委員が点検

し、入試終了後には関連教員だ

けでなく、受験教育専門機関の

意見も聞いて検証している。ま

基本的に、前年度からの取り組みを継続する。それに加え、薬剤

師を志す多様な人材を受け入れるための新たな方策を検討す

る。 

①多様な人材を受け入れるための取

り組みとして、新たに社会人入学試

験、帰国生徒入学試験の実施を決定

した。 

②公正な受入を行うため、引き続き学

力試験はすべてマークシート方式を

採用する。学力試験以外で選抜を行

うＡＯ・指定校推薦・社会人・帰国生

徒の各入学試験においても、選考基

準を可能な限り点数化し、その客観

Ａ 
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４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た、学力試験はすべてマークシ

ート方式を採用し、採点評価の

公平性、迅速性、ミス防止を確保

している。 

性を確保するよう努めている。 

③部局化された大学院研究科や独立

大学院などにおいては、当該研究科の

学生の受け入れ方針にのっとって、適

切な定員管理を行っているか。 

入 試 

広 報 

    

[水準に関する評価]  

①学生の受け入れのあり方を恒常的か

つ系統的に検証する体制を整備してい

る。[適用：整備されていない場合は、

問題点として指摘する。] 

入 試 

 

①退学者が多いので、学生の受

け入れ方のあり方を恒常的・系統

的に検討する体制を整備。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生の受け入れのあり方を恒常

的かつ系統的に検証し、改善す

ることが望まれる。 

①広報委員会が中心となり、学内の教職員より学生募集業務担

当者を選抜し、高等学校・予備校等に本学の学生受け入れ方

針、入学試験制度の周知徹底を図る。 

②受験生の動向調査も行い、学生の受け入れのあり方について

検討する。 

各広報業務担当者が高等学校・予備

校などで得た情報は、広報ミーティン

グを開催することにより全担当者が共

有し、検証する体制を取っている。こ

の中から、特に重要な事項がある場

合には、広報委員長が教授会及び

教員連絡会議において報告してい

る。 

Ｂ 

②学生の受け入れに際し、受験生に対

する説明責任の遂行に配慮している。

[適用：配慮されていない場合は、問題

点として指摘する。] 

入 試 

広 報 

特になし 受験生に対する説明責任の遂行については、可能な限り多くの

受験生およびその教員・保護者と接点を持てるよう、様々な方策

を検討する。 

受験生が手軽に請求できるよう、入学

案内は送料とも無料で配布している。

また、ホームページへの情報掲載、

進学情報誌および進学情報ｻｲﾄへの

情報掲載、高校および予備校訪問の

実施、オープンキャンパス開催による

Ａ 
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４ 

 

 

学内開放など、様々な方法を用いて

受験生に対する説明責任の遂行に

努めている。また、受験生専用のフリ

ーダイヤルも設置し、受験に関する

質問に対応する体制を整備してい

る。 

③学部における過去5年間の入学定員

に対する入学者数比率の平均が 1.00

である。[適用：1.25 以上を問題点の対

象、1.30 以上を勧告対象とする。ただ

し、心理学や社会福祉など実験・実習

を伴う専門分野については 1.20以上を

問題点、1.25 以上を勧告の対象とし、

医学・歯学分野においては 1.00 を超え

ると問題点、1.05 以上を勧告対象とす

る。また、学部の収容定員充足率が、

0.9 未満の場合は問題点、0.8 未満の

場合は勧告とする。] 

入 試 学部における過去 5 年間の入学

定員に対する入学者数比率の平

均は、1.20 と高く、1.25 を超える

年度、0.8 を下回る年度があり、

安定した学生の受け入れとはい

えない。 

入学定員 173 名を満たすと共に、私立薬科大学協会の「入学定

員に対する入学者数の目標値 1.1倍」を遵守するよう努める。 

平成 23 年度は、入学定員 173 名に

対して入学者数 181 名であった。過

去5年間の入学定員に対する入学者

数比率の平均は、1.06 であり、適正と

考える。平成 24 年度についても、過

年度入学試験データ、薬学系大学・

薬学部受験者動向など多角的に分

析・検証を行い、適正な学生の受け

入れを行う。 

Ａ 

④学部における収容定員に対する在

籍学生数比率が 1.00 である。[適用：原

則として、入学定員に対する入学者数

比率と同じ付け方。ただし、定員超過状

態が留年生によるもの場合、成績評価

の厳格化に伴う結果ではないか、学生

が多いことに対応できるよう人的・物的

要件が整備されているか確認にのうえ、

勧告・問題点を付す。] 

入 試 収容定員に対する在籍学生数比

率は、2009（平成 21）年度では、

募集停止した旧制度の学生が、

411 名在籍していたため、その数

値が1.57であったが、2010（平成

22）年度では 0.96 に改善されて

いる。しかし、留年者数の多さは

否めなく、対応方策など検討が

望まれる。 

留年者の減少を図るための方策については、教授会や各種委員

会などの場において多方面の視点から議論を重ねる。 

 

 

議論を重ねているが、まだ一定の方

向性や取組みを示すまでには至って

いない。 

 

 

C 
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⑤当該学部における編入学定員に対

する編入学生数比率が適切である。[適

用：0.7~1.3 を外れると問題点。] 

入 試 特になし 編入学定員は設定せず、「学部に欠員がある場合に限り、教授会

の選考を経て編入学を許可することがある」という学則に沿って実

施する。 

編入学は実績なし。  

[評価項目５] 

学生生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [達成度による評価]  

①学生生活と学修環境に配慮し、学生

が学修に専念できるよう諸条件を整備

しているか。 

学 生 （一層の改善が期待される事項 

・大学独自の資金による奨学金

制度が整備されていないので、

検討が望まれる。 

 

 

 

 

 

・平成 19 年度までは学園独自の奨学金制度を実施していた。し

かし、薬学 4 年制時代の学生の卒業後の奨学金返済率が悪いこ

と、また現在は学生生徒等納付金の額を下げていることもあり、平

成 20年度以降は大学独自の奨学金制度実施を中断している。 

・これに代わる制度としては、推薦入試等の入試区分に応じた納

付金の減額、免除を実施している。 

 

 

平成２５年度より特待生制度を設置：

特待生入学試験成績優秀者から選

抜 

特待生 S：卒業までの授業料全額免

除 

特待生 A：１年次の授業料全額免除 

特待生 B：１年次の授業料半額免除 

 

 

 

課外活動支援などに関する基本

的なサポート体制は十分ではな

いが整備されている。 

課外活動における学友会組織の見直しを行い、部室の点検・整

備を行う。また、クラブ活動予算の基準を設け、適正な配分法を

考察する。 

配分予算を使用して各クラブの部室

の清掃を終え、修繕し、リフレッシュし

た部室でクラブ活動をスタートした。ク

ラブ活性化のため、24年度からクラブ

の活動状況に応じた予算の傾斜配

分を取り決めた。 

Ｂ 

[水準に関する評価]  

①学生の経済状態を安定させるため、

大学独自の資金・制度を用いた配慮を

行っているか。[適用：配慮を行ってい

ない場合、問題点として指摘する。制度

整備のみならず実績にも配慮する。] 

学 生     

②ハラスメント防止に関する規定が整 ハラスメント     
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５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備され、ハラスメント問題に対応する委

員会・相談窓口を設置し学生に対する

広報を行っている。[適用：セクシュア

ル・ハラスメント防止に関する件は、規 

模、委員会、窓口、広報いずれか 1 つ

ができてない場合は問題点として指摘

する。欠けるものが複数に及ぶ場合は

勧告にすることがある。なおアカデミッ

ク・ハラスメント防止に関しては、全く取

り組みをしていない場合は問題点として

指摘することがある。] 

学 生 

③学生の就職指導に組織的・体系的に

取り組んでいる。[適用：取り組んでいな

い場合は、問題点として指摘する。] 

厚 生 心の健康をサポートする場とし

て、３名の専任教員を相談員とし

て配備しており、生活相談などを

行う上での一応の体制は整って

いるが、専任教員のみの相談体

制は十分とはいえない。特に留

年者、退学者の多い状況を考慮

すれば、クラス担任制とともに生

活相談への配慮とそれらの充実

が望まれる。 

 

臨床心理士を含めた学生相談体制の整備を行う。現存する医務

室に加えて、カウンセリングを行う部屋、一般学生の相談室などを

完備した健康管理センター設置に向けた準備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床心理士を配置し、カウンセリング

を開始した。併せてカウンセリング室

を整備し、次年度より使用可能とし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

学生の就職指導に組織的・体系

的に取り組んでいる。 

8月6日に 5年生以下の学年を対象とする就職ガイダンスを行う。

12 月には企業説明会を行う（2 日間、約 100 社の参加予定）。 

8 月 6 日に全学対象の就職ガイダン

スを行った。就職情報関連会社より

活動スケジュール等を説明してもら

い、また病院、調剤薬局、製薬会社

に勤務する卒業生３名を招き、体験

Ｂ 
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談の講話および個人の相談を受けて

もらった。また。12 月には 2 日間 78

の企業の参加を得、全学年対象の企

業説明会を開催した。  

④学生に対する相談(就職関連・心理

相談)体制を整備している。[適用：整備

していない場合は、問題点として指摘

する] 

学 生 

厚 生 

学生に対する相談、就職関連・

整備している 

 

 

 

 

 

常時就職相談室を開放し、担当者及び厚生部長が常時学生の

個人の相談応じる体制を充実させる。 

 

 

 

 

常時就職相談室を開放し、担当者が

学生の個人に相談応じており、厚生

部長も常時個別相談に応じている。 

 

 

 

Ｂ 

[評価項目６] 

研究環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成度による評価]  

①当該大学・学部・研究科の理念・目

的において、研究活動についてどのよ

うな位置づけがなされているか。 

※研究環境 （一層の改善が期待される事項） 

・科学研究費補助金の申請件数

が少ないので、外部資金の獲得

を支援する方策と体制を整備し、

研究活動を活性化するよう、改善

が望まれる。 

 

・科学研究費補助金の申請には、教員の年齢や研究業績が問わ

れることから申請件数が少なくなっている。教員の若返りや研究

機器の更新などの対策を計画する。 

 

 

・研究機器の利用促進と研究環境の

整備の充実を図るため、研究環境改

善委員会を新たに設置し、その規程

を整備した。 

 

 

Ｂ  

・大学としては研究室単位で年学１００万円の研究費を交付して

いる。 

  

意識改革の１つとして、研究活動のあり方について検討し、基本

方針を明文化する 

研究活動の基本方針と目標を明確に

し、これを文書化した。 

Ｂ 

②専任教員の研究活動の状況は理念・

目的を達成するものとなっているか。 

※研究環境     

③教員が十分な研究活動を行えるよ

う、研究環境を整備しているか。 

※研究環境 ①科学研究費補助金の申請件

数が少ない。 

①科学研究費補助金や奨学寄附金などの外部資金の一層の確

保を目指す。 

 Ｃ 
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６ 

②外部資金獲得を支援する方策

の整備。 

③研究活動に関する情報発信量

が少ない。 

④実験台や機器などの研究環境

を改善。 

[水準に関する評価]  

①教員の研究活動に必要な研修機会

が保障されているか。[適用：保証され

ていない場合は、問題点として指摘す

る。] 

※研究環境     

②教員の研究活動に必要な研究費が

保障されている。[適用：保証されてい

ない場合は、問題点として指摘する。] 

※研究環境     

[評価項目７] 

社会貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [達成度による評価]  

①社会との連携や交流に配慮し、広く

社会に貢献しているか。 

社会連携   「大学の知的財産や施設を有効利

用し、市民生活の改善・向上に役立

つよう、社会に開かれた多様な活動

を展開する」ことを到達目標とし

て、公開講座、薬学卒後教育講座（リ

カレントセミナー）、薬剤師生涯学

習の提供および出前講座等の活動

を行ない、地域社会に貢献した。大

学の施設を公的な研修、試験、学会

等に提供した。大学施設の社会と共

同利用として、筑紫丘中学校の職場

体験を受け入れた。また、学生ボラ

Ａ 



平成２4 年 5 月１日 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

ンティアとして、募金活動参加、ゴ

ミ拾い等地域に大学として積極的

に展開した。自治体とのネットワー

クづくり、特に、図書館も含めて施

設の市民への公開や政策形成への

貢献には更なる努力が必要である。 

[水準に関する評価]  

①市民への学習機会の提供に配慮し

ている。[適用：配慮していない場合は、

問題点として指摘する。] 

社会連携 薬剤師生涯学習の提供を大学と

して積極的に展開することを期待

したい。 

薬剤師生涯学習を年１回開催する 第一回薬剤師生涯教育講座（演題：

はじめての患者個別化薬物投与計

画立案の試み）を１0 月２７日に開催

した。 

Ｂ 

②大学の施設を市民へ開放している。

[適用：開放していない場合は、問題点

として指摘する。図書館の地域開放は

｢11図書・電子媒体等｣で確認] 

社会連携 図書館も含めて施設の市民への

公開、大学施設の社会との共同

利用を大学として積極的に展開

することを期待したい。 

図書館の利用については、図書委員会に要請している。大学施

設の利用に関しては、地域の小・中学校に広報する。 

９月１３日～１５日の3日間、筑紫丘中

学校の２年生が職場体験に来学し、

体験実験等で施設を利用した。 

Ｂ 

③国や地方公共団体の政策形成等に

貢献している。[適用：貢献していない

場合は、問題点として指摘する。] 

社会連携 

 

 

 

自治体とのネットワークづくりを大

学として積極的に展開することを

期待したい。 

 

福岡市南区の大学連絡会議を通じて、南区の政策実現に大学と

いう立場から寄与する。 

 

 

福岡市南区食育推進連絡部会とミニ

ストップ、南区内の大学生たちと共同

で、若者がきちんと朝食を食べやすく

するメニューを開発した 

Ｂ 

[評価項目８] 

教員組織 

 

 

 

 

 

 

 [達成度による評価]  

①当該大学・学部・研究科の理念・目

的・教育目標を達成するよう教育・研究

を行う上で、適切な教員組織を整備し

ているか。 

自己点検・ （必ず実現すべき改善事項） 

・大学設置基準上必要な専任教

員数が、平成 22年 10月現在、1

名不足しているので、早急に是

正されたい。 

 

 

 

・専任教員数は、設置基準の 47 名に対して、現在 48 名を採用し

て是正した。 

 

 

 

 

法令上、必要な専任教員を確保して

いるがどうか常に留意することとした。 

Ｂ 
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８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一層の改善が期待される事項） 

・教員の年齢構成において、51

～60 歳の教員の割合が 40.4%と 

高いので全体的なバランスを保

つよう、改善の努力が望まれる。 

 

 

・現在、次のように若手教員を採用しており、今後も若手教員の

採用に努め、教員組織の充実を図っている。 

   平成 21 年度  4 名 

   平成 23 年度  1 名 

 

  

・教員の採用の基準と手続きに

ついて、「第一薬科大学教育職

員選考規程」に明文化されてい

るが、昇格に関しては、教育、研

究、社会貢献、管理運営等の業

績を評価するとなっており、「第

一薬科大学教育職員選考委規

程」に含まれる昇格基準と合致し

ないので改善が望まれる。 

 

 

・「第一薬科大学教育職員選考規程」に昇格基準を明記する方

向で検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

昇格基準の明記については次年度

に実施することにした。 

Ｃ 

[水準に関する評価]  

①文部科学省令大学設置基準で定め

る必要専任教員数を上回っている。[適

用：上回っていない場合は、勧告する。

一時的な欠員については、人事の進捗

状況を考慮して指摘する。教授会での

議決権がない特任教員であっても、他

の教育研究上の条件が同じであれば

専任教員を含めることができる] 

自己点検 

管理運営 

    

②教養教育担当教員を含め、各学部 自己点検     
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８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

における専任教員 1 人あたりの学生数

が、人文・社会系では 60 人以内であ

る。自然系、芸術系・体育学・家政学系

では 40人以内、医学・歯学については

10 人以内である。ただし、人文・社会系

であっても、心理学や社会福祉学など

実験・実習が重視される学部、あるいは

卒業論文を必修として課している学部

においては 40 人以内とする。[適用：教

養教育担当者が学部の外に配置され

ている場合は、収容定員で按分して当

該教員を振り当てる。原則として学部で

みるが、学科ごとにばらつきが著し場合

は、学科単位でも指摘する。それぞれ

の数値が上の基準の 1.6 倍以上のとき

は勧告する。] 

管理運営 

③専任教員の年齢構成のバランスがと

れている。[適用：学部として、61歳以上

が 35%を超える場合は問題点として指

摘する。~30，31~40，41~50，51~60，61

歳以上でみたとき、各年代の全体に占

める割合が 30%を超える場合は問題点

として指摘することがある。] 

自己点検 

管理運営 

    

④実験・実習を伴う教育、外国語教育、

情報処理関連教育等を補助し、学生の

学修活動を支援するための人的支援

体制が確立されている。[適用：確立さ

自己点検 

管理運営 
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れていなければ、問題点として指摘す

る。] 

⑤教員の任免、昇格の基準と手続きが

明文化されている。[適用：明文化され

ていなければ、問題点として指摘す

る。] 

自己点検 

管理運営 

 

 

①選考規程に含まれる昇格基準

と昇格に関しての業務評価が合

致していない。 

 

①人事の公開性を図るため、新たに、教員人事委員会を設置し、

手続・基準等を明確にする。 

 

・教授会の下に教員人事委員会を

設置した。 

Ｂ 

②教育職員選考規程に昇格基準を明記する方向で検討している。 次年度に整備することにした。 C 

[評価項目９] 

事務組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [達成度による評価]  

①当該大学・学部・研究科の教育・研

究活動を支援する上で、適切な事務組

織を整備しているか。 

事務部 事務室内の横断的なサービスを

可能にする組織の構築などの改

善 

・新学事システムの導入による業務の共有化 

・事務職朝礼において、情報の共有化を図り縦割りの弊害を少なく

する。 

・新学事システムの導入により、情

報の共有化の促進と学生支援の効

率化がすすんだ。 

・事務室は庶務課、学生課、教務

課が一つの部屋に配置されてお

り、全員が見渡せる体制にあり、学

生はワンストップサービスが受けら

れる。 

Ｂ 

[水準に関する評価]  

①事務職員の研修機会を設けている。

[適用：設けていない場合は、問題点と

して指摘する。] 

事務部 大学としての組織的な SD の実

施。 

部外の公・私的機関の実施する事務職員研修会・セミナーに積極

的に参加させる。 

・研修成果を朝礼における機会教

育の実施及び毎週金曜日の課長

会議での教育の実施による職務遂

行能力の向上を図っている。 

・今年度下記の研修会に課長等を

研修させた。 

ＩＬＬシステム講習会、私立薬科大

学協会事務局会議、九州地区学

生指導研究会、日本私立大学協

会九州支部初任者研究会、同九

州支部中級者研修会、学生部長

Ｂ 
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会、私大教事務局長相当者研修

会、職場内ハラスメント防止研修

会。 

 

 

[評価項目 10 

施設設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [達成度による評価]   

①当該大学・学部・研究科の理念・目

的を達成するよう教育・研究を行う上

で、十分な施設・設備を整備している

か。 

図書委 

実務実習 

中央機器 

ＲＩ運営 

実験動物

薬用植物 

 

研究活動の支援と研究部署の整

備 

 

「共有機器の老巧化対策」 

①相互貸借制度の導入 

②新規導入機器の希望調査 

 

 

「教育活動への参画と支援」 

 

「共有機器の老巧化対策」 

①相互貸借制度利用実績（3件） 

②導入希望アンケート調査の結果

を受け選定した機器２種について、

学部長宛に導入要望書を提出。 

 

「教育活動への参画と支援」 

２年次（後期）機器分析学実習に中

央機器室見学と質量分析装置なら

びに核磁気共鳴装置の説明日を

導入 

Ｂ 

（一層の改善が期待される事項） 

RI センターの作業室の床および

壁にひび割れがあり、老巧化し

ているので、改善が望まれる。 

 

 

 

 

 

①壁面のひび割れ部分、床の剥離部分を補修する。 

②出入り口付近に簡便な防犯ビデオシステムを設置する。 

 

・ひび割れ等修理の見積を業者か

ら取り検討した。 

・ＲＩセンターは将来廃止予定であ

るため、床の立ち上がり部分のみを

補修した。（ＲＩセンター管理室教育

要員による。） 

・ＲＩセンターを廃止する方向で業

者等と交渉している。 

 

Ｃ 

  2010(平成 22)年度に建てられた

実験動物施設は、建物の構造と

①動物(マウス及びラット)は、一定の温度、湿度が維持された実験

動物施設内で、異なる部屋に置かれたクリーンラックの中で管理・

①動物(マウス及びラット)は、一定

の温度、湿度が維持された実験動

Ａ 
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１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規模、設備・備品(整備中)が不十

分であり改善が望まれる。 

 

飼育する。 

 

②ディープフリーザー、オートクレープ、薬品保存用冷蔵庫、電子 

秤などの備品やマスク、キャップ、手袋などの消耗品をすべて取りそ

ろえる。 

 

 

③実験動物施設管理運営委員会規定の見直しを図る。 

 

④実験動物施設利用の手引きを作成する。 

 

物施設内で、異なる部屋に置かれ

たクリーンラックの中で管理・飼育

できるようになった。 

②ディープフリーザー、オートクレ

ープ、薬品保存用冷蔵庫、電子秤 

などの備品やマスク、キャップ、手

袋などの消耗品の整備を行った。 

③実験動物施設管理運営委員会

規程の見直した。 

④実験動物施設利用の手引きを

作成した。 

 

  新たな図書館スペース（国試情

報センター）は学生ラウンジの横

を衝立で仕切っただけであり学

生環境として適切でない。 

 

すでに完全に仕切っており、学習環境の場として問題はないので、

施設整備の更なる計画は必要ない。 

 

 

防音対策等も整備し学習環境の改

善を図った。 

Ｂ 

 本学では、薬学教育モデル・コアカリキュラム及び薬学準備教

育ガイドラインを円滑かつ効果的に行うために実務実習教育

センターの施設・設備を以下の通り十分に整備した。実務実習

事前学習では、6 年制薬学教育において求められる内容をすべ

て網羅すると共に、参加型学習の重要性に鑑み、 PBL

（Problem-Based Learning：問題立脚型実習：事例や問題に基

づいた学習）を多く取り入れている。実務実習教育センター3

階、4階フロアは、多目的に利用できるワンフロアとして、SGD

（small group discussion）や薬学共用試験（OSCE）などの教

育目的に応じて室の広さ調節している。また、実務実習教育セ

実務実習事前学習は、施設を有効

的かつ有機的に利用して、6年制

薬学教育において求められる内

容をすべて網羅して実施してい

る。また、参加型学習の重要性に

鑑み、PBL（Problem-Based 

Learning：問題立脚型実習：事例

や問題に基づいた学習）を多く取

り入れている。 

 

Ｂ 
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１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンターには、有線・無線 LANなど、IT環境を完備している。 

②当該大学・学部・研究科の施設・設

備を適切に管理・運営しているか。 

 

 

 専任者の配置と研究に関わる機

器の維持管理。 

 

①新中央機器管理運営委員会の発足 

②専任測定者の配置－MS（非常勤）ならびに NMR（主に化学系職

員）による学内外依頼サンプル受付と測定 

 

 

 

 

 

 

 

 

③情報公開（ホームページ開設と施設利用公開） 

①委員会開催実績（４回） 

②専任測定者の確保済み 

・測定サンプル実績数(H24.2.29) 

MS 

（22年度 69 件⇒23年度 259 件） 

NMR 

（22年度 110 件⇒23 年度 151件） 

・専任測定者（NMR）研修 １回（大

阪） 

・測定者研修（新規測定管理 PC導

入） 

③情報公開へ向け中央機器室ホ

ームページ作成中。 

Ｂ 

[水準に関する評価]  

①校地及び校舎面積が、大学設置基

準を上回っている。[適用：上回ってい

ない場合は、勧告する] 

厚生 

 

・校地および校舎面積は設置基

準の数倍上回っているので問題

はない。 

 

 

 

  

②施設のバリアフリー化に向けた取り組

みがなされている。［適用：なされていな

い場合は、問題点として指摘する。］ 

 

 

 

厚生 

（安全） 

・施設のバリアフリー化につい

て、新館は設置されているが、本

館（旧館）については順次行う。 

・新館についてはスロープや手すりを設置し、本館（旧館）について

も順次バリアフリー化を進める予定である。 

 

本館（旧館）については、現在、国

試情報センター入り口の段差を解

消するため、スロープを設置した。 

Ｂ 

・図書館での身障者の利用のた

めのバリアフリー化（特に指摘さ

れていない） 

・国試情報センター入り口の段差を解消するため、スロープを設置

する。 

国試情報センター入り口の段差を

解消するため、スロープが完成。 

Ｂ 

③施設・設備及び機器・備品を維持・管

理するための責任体制を確立し、衛

生・安全を確保するためのシステムを整

厚生 

（安全） 

 

・教員及び学生に対する廃液の

処置と管理についての周知が不

十分。 

・廃液の処理と管理についての教員・学生向けの啓蒙活動の一環

として、後期より、教員連絡会議において下水の測定結果を報告す

ることにしている。また学生には学生実習での廃液などに関する、ポ

廃液の処理と管理について、現

在、下水の測定結果を報告、デー

タを開示した。また学生には学生

Ｂ 
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１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

備している。［適用：整備されていない

場合は、問題点として指摘する。］ 

 

スター（実験室に貼る）を、公募し優秀作品について、１０月の大学

祭の時にあわせて表彰を行う計画である。 

実習で反応廃液の処理のための

基本的な考えを徹底し、それに基

づき廃液処理を行った。廃棄に関

するポスターを公募し、学園祭にお

いて優秀作品を表彰した。また学

園祭では同時に本学の下水処理

の状況等の報告と、水質、環境汚

染等について考える機会を併せ持

った。 

 

 

[評価項目 11] 

図書・電子媒

体等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成度による評価]  

①図書・電子媒体等の資料を体系的・

計画的に整備し、利用者の有効な活用

に供しているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 書 

コンピュータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一層の改善が期待される事項） 

・在籍学生数に比して図書館の

利用者は少なく、有効な活用を

促す体制を整備するよう改善が

望まれる。 

 

 

 

①学生による選書ツアーを実施し、学生の図書貸出数を増やす。 

②マイライブラリー（学生と図書館の双方向ポータルサービス）によ

り、学生の利用を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

学生が図書館を利用しやすくする

ため、カフェテリアの隣に図書・国

試情報センターを設置した。また、

開館時間も午後８時まで延長して

いる。これにより学生の図書館利用

者数は増加している。 

 

Ｂ 

 

 

 

 

 

 

・学則において、図書館には司

書を置くと定めているにもかかわ

らず、実際それにあたる職員が

本年度も引き続き、本館および国試情報センターにて司書２名、職

員１名が業務にあたっており、今後も一層のサービス向上に努め

る。 

・平成22年度から、司書2名、職員

1 名を図書館に配置し図書業務に

従事させている。 

Ｂ 
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１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置されていないので、改善が

望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ①図書資料に新しいものが少な

い。 

 

 

②視聴覚設備がない。 

 

 

 

 

③利用者が少なく、有効な活用

を促す体制が整備されていな

い。管理システムの改善が必要

である。 

 

 

④学術資料などを体系的・計画

的に整備し、有効に活用すべき

である。 

 

⑤学術資料などを体系的・けか

苦的に整備し、活用すべきであ

る。 

①シラバス図書、教員の推薦図書・寄贈図書、予備校の薬剤師国

家試験対策教材を充実させる。 

 

 

②マイクロフィルム、ビデオテープが利用できる装置を整備する。国

試情報センターに PC（５台）を設置しDVDが視聴できるようにする。 

 

 

 

③図書館の利用者統計をとり、学年別の入館者数、書籍の貸出数

などを３カ月ごとにチェックし、どのような図書資料が必要かを調べ

る。書籍情報をホームページ上で公開し、活用を促す。 

 

 

 

④管理システム（貸出、返却、オンライン予約、複写、他図書館への

文献依頼など）を新ＰＣ設置により整備、充実させる。 

 

 

⑤国内学術情報（医中誌、Medical Online）を充実させる。電子ジャ

ーナルの利用統計データより契約内容の見直しなどで利用効率を

上げる。学生・教員が Refworks などを用いて情報管理（文献の検

索、リンク、編集、発信）をオンラインでできるようにする。 

①シラバス図書は約 80%を揃えて

いる。推薦図書・寄贈図書は平成２

３年度は約２５０冊あり、国家試験

対策教材として約１２０冊を揃えた。 

②マイクロフィルムなどは旧型装置

で取り出せるようになり、またビデオ

テープ教材による視聴も可能となっ

た。PC を国試情報センターに設置

し、医学 DVD教材１５巻を揃えた。 

③７月より国試情報センターで入館

記録を取り、学生の利用状況を詳

細に把握できるようにした。新着図

書コーナーを整理し、また学術情

報など随時ホームページで公開し

ている。 

④H22 年度より司書２名、職員１名

が図書館業務に従事しており、貸

出管理システムは順調に稼働して

いる。 

⑤ＨＰからの蔵書検索は利用可能

となった。学術情報（電子ジャーナ

ル・データベース）のオンラインによ

る検索、編集、発信の体系化のた

Ａ 
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１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めに、出版社提供のトライアル、講

習会を実施した。情報管理(特にリ

ポジトリ構築など)については、整備

途中である。 

[水準に関する評価]  

①図書館を地域に開放している。[適

用：開放していない場合は、問題点とし

て指摘する。] 

図 書 評価結果では指摘されていない

が、図書館の地域開放に関して

は水準に達していない。 

平成 25年度から国試情報センターの地域開放を計画する。本年度

および来年度はその準備期間にあてる。 

地域開放に向けて図書情報の整

備を行っている。 

 

②国立情報学研究所の GeNii や他の

図書館とのネットワークが整備されてい

る。[適用：整備されていない場合は、

問題点として指摘する。] 

図 書 指摘されていない。 GeNiiや他の図書館とのネットワークを、さらに充実させる。 文献複写の相互貸借制度などのネ

ットワークを整備した。 

Ｂ 

③図書館閲覧座席数が全学収容定員

の 10%を超えている。[適用：超えていな

い場合は、問題点として指摘する。相

応の理由があれば指摘しなくてよい。] 

図 書 指摘されていない。  学生収容定員１０３８名に対して、

閲覧室座席数２０４（１９．７％）内訳

は図書館本館内読書室が 154 

席、図書館書架内の閲覧室が約

50 席。さらに国試情報センターの

座席 30 席が利用できるように整備

した。 

Ｂ 

④最終授業終了後も図書館で学生が

学修することができる。[適用：できない

場合は、問題点として指摘する。最終

授業終了前、またはそれと同時に閉館

する場合は、問題点として指摘すること

がある。] 

図 書 指摘されていない。  国試情報センターの開館時間は、

9:00～20:00（月～金）9:00～15:00

（土）であり、授業終了後も学生へ

のサービスに努めている。 

Ｂ 
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[評価項目 12] 

管理運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 [達成度による評価] [達成度による評価] 

①学長・学部長の選任や意思決定など

管理運営における諸機関間の役割分

担・機能分担に関する基本的な考え方

が明示されているか。 

自己点検 （一層の改善が期待される事項） 

・教学に関する決定や運営にお

ける教授会及び代議員会の権限

や役割、大学の管理運営を掌る

理事会及び運営委員会の役割

が不明確であり、改善が望まれ

る。 

 

 ・教学の意思決定は、原則として

教授会で行うこととし、開催され

ていなかった代議員会と運営委

員会を廃止した。 

・教学組織と理事会の連携が必要

な場合に設置できる会議として、

大学管理運営会議を新たに設け、

規程を制定した。 

Ｂ 

 ①意思決定プロセスを見直しその中で学長を中心とする執行部体

制を構築する。 

②教員人事の公開性を高めるため、教員人事委員会を設置し、基

本的なあり方を検討する。 

①教育研究及び管理運営の体制

を見直した。 

②教員人事委員会を新たに設置し

た。 

Ｂ 

②明文化された規程により適切な管理

運営を行っているか。 

自己点検    Ｂ 

[水準に関する評価]  

①管理運営が明文化された規程に従

って適切、公正に行われている。[適

用：行われていない場合は、問題点とし

て指摘する。] 

自己点検 ①規程の明文化の見直し。 ①管理運営に関する規程の見直し作業を事務局とともに開始する。 規程改正の原案作成について検

討した。 

Ｂ 

[評価項目 13] 

財 務 

 

 

 

 

[達成度による評価]  

[教育研究と財政]  

①教育研究目的・目標を具体的に実

現する上で必要な財政基盤（もしく

は配分予算）はかくりつされている

か。 

管理運営 （必ず実現すべき改善事項） 

①平成 20 年度までは帰属収支

差額が確保できていたにもかか

わらず、貸借対照表では、負債

 

・これまで、借入金の返済により徐々に負債額を削減していたが、

今後も運用財産の処分等により借入金を返済し、負債の減少に努

力する。 

債務の軽減 

①資産の売却 

・ 薬草園 1.25 億円 

・ 玉川町の土地 0.54 億円 

 



平成２4 年 5 月１日 

26 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 

 

 

 

 

 

 

が大きく{「要積立額に対する金

融資産の充足率」が低く、しかも

減少傾向にある。それに加えて、

平成 21 年度は帰属収支差額が

大きく減少して財政上は不安定

な状況にあるので、早急に財政

基盤を確立させる必要がある。 

そのためには、具体的な改善方

策、改善目標値、期間目標を伴

った財政計画を速やかに策定

し、実行されたい。 

②大学の収入のほとんどが学生

生徒等納付金を占める状況にあ

るなかで、帰属収支差額が基本

金に充てられることは少なく、こ

れは学費が十分に学生に還元さ

れないことになり問題があるの

で、是正されたい。 

③帰属収入を大きく超える借入

残高があり、財政状態に与える 

影響が大きいので早急に改善す

べきである。なお、借入金の多く

が長期運営資金に充てることを

目的としたもので、その必要性が

不透明であるので、是正された

い。 

④関係法人への多額の貸付金

一方で、経費の削減等により経営改善に努めている。 

現在、財務改善計画を策定しているが、主要な不動産の売却また

は活用方法を検討しつつ金融機関との協議を実施しているが、これ

らの検討や協議にはもうしばらくの時間を必要としている。 

 

 

 

 

 

 

 

・学園の帰属収入のほとんどが学生生徒等納付金収入となっている

中で、これを学生に還元するためには負債の削減が必須となる。 

この負債を削減していくなかで、帰属収入を学生に還元できる体制

を整えていきたいと考えている。 

 

 

 

・帰属収入を大きく超える借入残高が学園の財政状態に大きく影響

していることは認識している。 

 

 

 

最近の借入は過去の借入金の借換えによるものであるが、運用財

産の売却等により借換によらない負債の削減を実施していきたいと

考えている。 

 

・ 皿山の土地 0.12 億円 

年度計 1.9 憶円の資産売却 

②資産の売却を推進しているが、

今年度は大きなものはなかっ

た。今後とも、有利な条件での売

却を図っていく。 

③経費削減(資金収支計算書) 

・人件費削減額 2.75億円(5.9%) 

・管理経費削減額 1.7億円(11.9%) 

上記事項を通じて 

債務軽減額、21 億円を実施した。 

 

財務改善を通じて、基本金の充実

を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

24 年度からの中期経営改善計画

を実行していく中で、借入金の返

済が進むことにより、関連学園から

提供を受けている担保の解消を図
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は都築学園が負う可能性がある

こと、借入金に対する関係法人

からの担保提供は、これらの法

人の財務に影響を与え、これら

は適切であるとは言えず、早急

に是正されたい。 

 

 

 

・全ては、学園の帰属収入を大きく超える借入残高によるものであ

り、この負債を削減する中で、これらの問題を解消しエ行きたいと考

えている。 

っていく。 

②総合将来計画(もしくは中・長期の

教育研究計画)に対する中・長期的な

財政計画が策定されているか。また、

それらの関連性は適切であるか。 

管理運営 ①具体的な改善方法・目標を含

む財務改革を策定。 

 財務改善計画として平成24年度か

ら 28 年度までの計画を策定した。 

 

③教育研究の十分な遂行と財政確保

の両立を図るための仕組みは導入(整

備)されているか。 

管理運営 ①学費が十分に学生に還元され

ていない。 

   

[外部資金等]  

①文部科学省科学研究費、外部資金

（寄付金、受託研究費、共同研究費

など）、資産運用益等の状況は、当該

大学の財政基盤の充実を図る上で適

切であるか。 

管理運営     

[予算の配分と執行]  

①予算配分と執行のプロセスは明確

性・透明性が確保され適切であるか。 

管理運営     

②予算執行に伴う効果を分析・検証

する仕組みは導入（整備）されてい

るか。 

管理運営     
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[財務監査]  

①アカウンタビリティを履行するシ

ステムは導入（整備）されているか。 

管理運営     

②鑑査システムとその運用は適切で

あるか。 

管理運営     

[私立大学の財務状況/財務関係比率]  

①当該大学の財務関係比率に対する

自己点検・評価における指標や目標

は示されているか。また、実際の各

関係比率はそれらの目標等に照らし

て十分に達成されているか。 

管理運営     

[水準に関する評価]  

[財務監査]  

①監事及び公認会計士（監査法人）

を中心とした監査の方法・プロセ

ス・体制等は適切かつ客観的である

と認められるか。 

 

管理運営     

②監事による監査報告書の整備がな

され、私立学校法第 37 条第 3 項に定

める学校法人の財産及び業務執行の

状況が適切に示されているか。 

管理運営     

[私立大学の財務助教/財務関係比率]  

①私立大学の財務状況としては、総

合的に判断して概ね良好であると認

められる。 

管理運営     
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１３ 

 

 

②帰属収入に対する翌年度繰越消費

支出超過額の割合が 50%未満であ

る。 

管理運営     

③財務関係比率における重要項目の

比率は概ね私立大学の平均的レベル

に達している。 

管理運営     

[評価項目 14] 

点検・評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成度による評価] [達成度による評価] 

①当該大学・学部・研究科は、教育・研

究水準を維持・向上させるために、組

織・活動についての点検・評価を不断

に行っているか。 

 

自己点検 （必ず実現すべき改善事項） 

・重大な問題が相当数あるにもか

かわらず、大学として、組織・活

動について不断に点検・評価が

なされていないのみならず、その

必要性について適切に認識もさ

れていない。また、提出された

「自己点検・評価報告者」「大学

基礎データ」にも重大な不備が

多数認められる。 

自己点検・評価の姿勢・手続き・

方法に欠陥があり、この点で大学

として基礎的要件を満たし得てな

いので、是正されたい。 

 

 

 

・大学の組織・活動について不断

に点検・評価を実施すべく平成 23

年度に各種委員会を再編し、定期

的に自己点検・評価委員会と必要

に応じて FD 委員会との合同会議

を開催して改善に取り組んだ。 

Ｂ 

 ・改善計画の実施状況及び成果に

ついての評価は、自己点検・評価

委員会が実施し、適宜に支援・勧

告を行いながら更なるアクションプ

ランを作成した。 

Ｂ 

・薬学研究においては倫理や環境の問題に対しても対応する必要

があるので、新たに倫理委員会や研究環境委員会（いずれも仮称）

の立ち上げを検討している 

・臨床研究倫理審査委員会、研究

環境改善委員会、の設置を決定し

た。 

Ｂ 

①点検・評価体制の確立とその

方法の再構築。 

①自己点検・評価体制を見直し、大学基準協会の評価結果に基づ

いて各委員会との協同のもとで取組み計画を策定する。 

②年度毎の自己点検・評価報告書の作成に向けた作業を開始す

る。 

③個人の教育・研究活動をデータベース化するための計画を立て

①②大学基準協会による評価結果

を受け、平成 23 年度の取り組み計

画を策定し、実施状況を取りまと

め、その評価を実施した。 

③教員の多様な業務を明らかにす

Ｂ 



平成２4 年 5 月１日 

30 

 

 

 

 

 

 

１４ 

る。 

④平成２３年度の自己点検・評価報告書をホームページに掲載す

る。 

るため、教員の自己点検・評価の

平成 23 年度活動報告書の提出を

全教員に求めた。 

④平成 23 年度の自己点検・評価

報告書を取りまとめた。平成 24 年

度 6 月頃公表予定。 

[水準に関する評価]  

②自己点検・評価を実施するための規

程が整備され、委員会を設置している。

[適用：設置していない場合は、問題点

として指摘する。] 

自己点検  ①自己点検・評価に関する規程の見直し作業を開始する。  Ｂ 

[評価項目 15] 

情報公開・説

明責任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[達成度による評価] [達成度による評価] 

①情報公開や説明責任の履行を適切

に行っているか。 

 

自己点検 （必ず実現すべき改善事項） 

財務情報の公開につては、貴大

学に対する的確な理解を得るに

は、閲覧請求に応じる、対象者を

限定した期間限定の掲示だけで

は不十分であり、刊行物、ホーム

ページを通じて幅広く公開するよ

う、是正されたい。 

・現在、財務情報はホームページに掲載している。よって、学生、保

護者等利害関係者は、これにより学園の財務情報を閲覧できるよう

になっている。 

 

 Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

自己点検 （一層の改善が期待される事項） 

①自己点検・評価報告書など，

情報公開の範囲が限定的であ

り，高等教育機関としての社会的

責任を果たしているとは判断でき

ない。 

②財務以外の情報公開に関する

・平成 23年度からホームページを刷新し、大学案内のみならず、認

証評価結果、学校教育法施行規則の改正による教育基本情報など

必要事項はホームページに公開する。 

 

・ホームページを刷新し、教育に関

する基本情報を公表した。 

Ｂ 

・大学活動情報をホームページ等を活用して大学運営の透明性を

拡大する。 

 

・大学活動情報につき、ホームペ

ージを通して透明性の拡大に努め

た。 

Ｂ 
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１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規程はない。 

③ホームページなどを利用した

学外への情報発信をする体制

（規程含む）を早急に整える。 

・学外に対する情報提供事項のデータベース化の推進計画をたて

る。 

 

  

[水準に関する評価]  

①自己点検・評価の結果を社会に公表

している。[適用：公表していない場合

は、問題点として指摘する。] 

 

自己点検 

 

 

 

・今回の自己点検・評価に対する

認証評価結果がホームページ上

で公開されるよう強く要望する。 

 

・平成２２年度大学基準協会の評価結果を公表した。 

 

 

 

 今回の認証評価結果の公開 

（2011 年 8月 31 日 ） 

Ｂ 

②大学関係者(教職員・学生・父母・卒

業生)からの情報公開請求に対応して

いる。[適用：対応していない場合は、問

題点として指摘する。] 

自己点検 

ホームページ 

個人情報 

・ホームページには受験生，在学

生，保護者，企業，地域社会，そ

れぞれを対象とした情報が個々

に掲載されているが，本学自身

に関する基礎情報の社会への発

信や，学内の教員や職員に向け

た情報発信は少ないので，改善

が望まれる。 

①本学自身に関する情報の公開 

情報公開のページを 22 年度より作成しており，本年度は，情報公

開すべき基本情報を公開する。 

②カリキュラムポリシーおよびディプロマポリシーの公開 

③学内に対する情報不足との指摘について 

学内の教職員，学生の利便性を図るためWEBログインボタンなどを

用意する。 

学生にどのような情報が必要かを検討するため，HP を利用する学

生にアンケートを行い，学生用HPをどのように再構築すればよいか

検討する。 

④ホームページを利用した学外への情報発信体制の整備（規程含

む） 

⑤英文ホームページの公開 

 

 

 

 

 

①必要な情報はすべて公開済み 

② 公開済み 

③２３年度実施予定項目について

は終了済み 

・学内の教職員，学生の利便性を

図るため WEB ログインボタンを作

成した。 

・教員の情報利用を促進するた

め、各種文献データベースアクセ

スボタンを作成した 

・図書館からの情報発信を充実さ

せた 

・学生に対する情報発信として、食

堂メニューなどの情報提供や薬大

祭のページなどを作成した。 

・HPを利用する学生にアンケートを

行った。 

④ホームページを利用した学外へ

Ｂ 
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１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【個人情報】 

①規程の見直し作業 

②個人情報保護に関する実態調査 

③個人情報保護法の教職員に対する啓蒙活動 

 

 

 

 

 

の情報発信体制の整備（規程含

む） 運用内規を作成中 

⑤公開済み 

 

 

①規程の見直し作業は概ね行った

が、教授会での審議が終了してい

ない。 

②・Ｗｅｂ上での学生の個人情報開

示に関する同意は学生本人及び

保護者に対して文書にて明示され

ている。 

・非開示の要望についても 1 件あ

り、Ｗｅｂでの閲覧を停止し、関係部

署から文書によって情報提供を行

うよう対処した。 

・教員が閲覧できる学生カルテに

ついては、全教員にアンケートを取

り、出身校情報の閲覧を可能にし

たが、学生相談履歴の閲覧は行え

ないようにした。 

・消費者庁による「個人情報保護に

関する事業者の取組実態調査」の

アンケートに回答した。 

③啓蒙活動については、その方法

について議論している段階である。 
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①自己点検・評価の結果を社会に公表

している。[適用：公表していない場合

は、問題点として指摘する。] 

 

自己点検 

 

 

 

・今回の自己点検・評価に対する

認証評価結果がホームページ上

で公開されるよう強く要望する。 

 

・平成２２年度大学基準協会の評価結果を公表した。 

 

 

 

 今回の認証評価結果の公開 

（2011 年 8月 31 日 ） 

 

 ②大学関係者(教職員・学生・父母・卒

業生)からの情報公開請求に対応して

いる。[適用：対応していない場合は、問

題点として指摘する。] 

自己点検 

ホームページ 

個人情報 

・ホームページには受験生，在学

生，保護者，企業，地域社会，そ

れぞれを対象とした情報が個々

に掲載されているが，本学自身

に関する基礎情報の社会への発

信や，学内の教員や職員に向け

た情報発信は少ないので，改善

が望まれる。 

①本学自身に関する情報の公開 

情報公開のページを 22 年度より作成しており，本年度は，情報公

開すべき基本情報を公開する。 

②カリキュラムポリシーおよびディプロマポリシーの公開 

③学内に対する情報不足との指摘について 

学内の教職員，学生の利便性を図るためWEBログインボタンなどを

用意する。 

学生にどのような情報が必要かを検討するため，HP を利用する学

生にアンケートを行い，学生用HPをどのように再構築すればよいか

検討する。 

④ホームページを利用した学外への情報発信体制の整備（規程含

む） 

⑤英文ホームページの公開 

 

 

 

 

 

 

 

【個人情報】 

①規程の見直し作業 

②個人情報保護に関する実態調査 

①必要な情報はすべて公開済み 

③２３年度実施予定項目について

は終了済み 

・学内の教職員，学生の利便性を

図るため WEB ログインボタンを作

成した。 

・教員の情報利用を促進するた

め、各種文献データベースアクセ

スボタンを作成した 

・図書館からの情報発信を充実さ

せた 

・学生に対する情報発信として、食

堂メニューなどの情報提供や薬大

祭のページなどを作成した。 

・HPを利用する学生にアンケートを

行った。 

④ホームページを利用した学外へ

の情報発信体制の整備（規程含

む） 運用内規を作成中 

⑤公開済み 

 

①規程の見直し作業は概ね行った

が、教授会での審議が終了してい
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③個人情報保護法の教職員に対する啓蒙活動 

 

 

 

 

 

ない。 

②Ｗｅｂ上での学生の個人情報開

示に関する同意は学生本人及び 

保護者に対して文書にて明示され

ている。 

・非開示の要望についても 1 件あ

り、Ｗｅｂでの閲覧を停止し、関係部

署から文書によって情報提供を行

うよう対処した。 

・教員が閲覧できる学生カルテに

ついては、全教員にアンケートを取

り、出身校情報の閲覧を可能にし

たが、学生相談履歴の閲覧は行え

ないようにした。 

・消費者庁による「個人情報保護に

関する事業者の取組実態調査」の

アンケートに回答した。 

③啓蒙活動については、その方法

について議論している段階である。 

 


